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国内の PWR 発電所から発生するアスファルト固化体を埋設処分する際の固化体に含まれる塩及び核種の
環境への移行性評価における基礎的検討の一環として，埋設処分環境におけるアスファルト固化体の母材の
化学的安定性について検討した。 
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１. 諸言 

PWR 発電所から発生するアスファルト固化体を埋設処分する際の固化体に含まれる塩及び放射性核種の
環境への移行評価に関しては，拡散係数モデルにより評価できると考えられている。これは，アスファルト
母材が疎水性の固型材料であり，アスファルト固化体中の塩（粒子）をアスファルト母材が覆うため，アス
ファルト固化体の外部に接液している溶液への塩及び放射性核種の浸出は，外部から固化体内に浸入する水
が律速するためと考えられる［1］。ただし，埋設施設の移行評価は，1 万年のような長期的な期間を想定する
ことから，アスファルトが徐々に溶解する可能性があり，このような期間が経過しても，アスファルト母材
の溶解により想定される移行量は，拡散係数モデルで評価される移行量よりも小さいことが必要である。こ
のため，埋設環境を想定した，アスファルト母材の溶解速度について検討した。 
２. 試験内容と結果 

アスファルト母材の溶解速度を把握するため，アスファルト固化体の製作用に PWR 発電所で使用されて
いるストレートアスファルト 40/60（「アスファルト母材」と呼ぶ）を入手して，薄い板状に整形して表面積
を大きくし，埋設環境を模擬したアルカリ性の溶液（水酸化カルシウム飽和液（pH≒12.5））及び参考として
アルカリ性の強い 1N の水酸化ナトリウム溶液に浸漬（固相約 10g，液相 450ml）し，溶液中の TOC 濃度の経
時的な変化を測定した。浸漬試験は脱炭酸の環境で，試験温度は埋設環境で想定される 10℃としている。こ
の浸漬試験では，試験期間が 1 年程度経過しても，溶液中の TOC 濃度はバックグラウンド程度となった。な
お，PWR 発電所から発生するアスファルト固化体を模擬した試料でも試験を実施しているが，結果は同じで
あった。 

このため，埋設環境の条件とは異なるが，参考までに浸漬液を超純水とすることで，TOC のバックグラウ
ンドを下げて，上記と同様の浸漬試験を実施した。この試験でも，溶液中の TOC 濃度はバックグラウンド程
度となった。この試験では，アスファルト試料の表面積をできるだけ大きくすることも試みている。なお，
浸漬温度を 60℃にする加速試験を試みたが，試験中にアスファルト試料が変形したので採用していない。 
更に，試験に供したアスファルト母材に含まれる成分を分析し，アスファルト母材の流動性を高めるため

に混合されている飽和分及び芳香族分の割合を把握し，この成分の溶出性を把握するため，上記の浸漬液を
用いて GC-MS 及び IR を使用して測定した。この測定でも，特に有機成分の検出は認められなかった。 
なお，参考までに，アスファルト母材の骨格になると考えられるアスファルテンの割合が多いアスファル

ト試料を用いて，上記と同様の浸漬試験（浸漬液は純水）を実施した。この場合も，溶液中の TOC 濃度はバ
ックグラウンド程度となった。 
３. 検討結果 

上記の試験結果から，浸漬液中の TOC（バックグランウドの影響を含む）から，アスファルト母材の溶解
速度（アスファルト母材の 100%は炭素と仮定）を求めると，①埋設環境を模擬したアルカリ性の溶液（水酸
化カルシウム飽和液（pH≒12.5），アスファルト固化体を含む）は約 0.1g/m2/y，②1N の水酸化ナトリウム溶
液は約 0.2g/m2/y，③超純水（アスファルトテンの多いアスファルト試料も含む）は約 0.03g/m2/y，④超純水
（表面積を大きくする）は約 0.01g/m2/y となった。 

以上から，アスファルト母材の溶解速度は 1g/m2/y 以下であることを確認し，これは，拡散係数で評価され
る移行量よりも小さくなる見通しであることを確認した。 
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